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柴山 充弘 

 

 2017 年 10 月、ミュンヘン工科大学で開催されたコロイ

ド会議にて、コロイドおよびポリマー科学レクチャー

2017 受賞を受賞しました。この賞はコロイドおよびポリ

マー科学の分野における国際的な科学的交流を促進するこ

とを目的として、同分野において貢献した人を称えるため

に 2014 年に始まりました。選考はドイツコロイド協会と、

Springer 社の雑誌 Colloid and Polymer Science 編集長、

そしてドイツコロイド協会年会議長からなる選考委員会が

行います。受賞講演はドイツコロイド協会年会もしくは関

連学会にて行われます。これまでの受賞者は、2014: 

Orlin D. Velev (North Carolina State University, USA)、

2015: Steven P. Armes (University of Sheffield, UK)、

2016: Oren A. Scherman (University of Cambridge, UK)

でした。 

 私の受賞講演は、「テトラペグ (Tetra-PEG) ゲルを用

いた精密高分子網目科学」で、2008 年の初の合成と構造

解析から最近の医用応用に至るまでの研究のハイライトを

紹介しました。Tetra-PEG ゲルは 2 種の異なる反応基を

持つ末端反応性４分岐ポリエチレングリコール(PEG)を交

差架橋してできる高分子網目で、網目の大きさが等しく、

かつ非常に欠陥が少ないゲルとなるのが特徴です 1, 2。

従来のゲルは、網目サイズや分布の制御が難しく、かつ

網目欠陥が多かったため、脆く壊れやすいというのがゲル

に対する一般常識でした。しかし、この Tetra-PEG ゲル

は欠陥が少なく均一網目から成るため、強靱で人体の軟骨

以上の強度があります。また、生体適合性にも優れている

ため、高強度ゲルや人体の代替組織、分子ふるいなどへの

応用研究が期待される材料です。私のグループは、小角中

性子散乱、動的光散乱、小角Ｘ線散乱、中性子スピンエ

コー法、赤外・紫外分光法、力学測定などの手法を駆使し、

この Tetra-PEG ゲルの構造、変形機構を始め、反応機構

を解明し、さらにゴム弾性論の再考研究などを行いました 3。

2008年の第１報の引用件数は2017年６月の時点で300件

以上あり、関連論文の引用総数は 2000 件以上に及んでい

ることからも、この研究が「理想高分子網目の創成」とい

うパラダイムシフトとなっていることがうかがえます 3。

現在、これまでの研究をさらに発展させ、ゲル化下限ぎり

ぎりのゲルや臨界クラスターの研究 4 さらには、その医用

応用を見据えた研究 5などを行っています。 

 この賞の受賞は、ともに研究を行ってきた研究室メン

バーの研究と、東京大学大学院工学系研究科バイオマテリ

アルエンジニアリング専攻の鄭・酒井研究室との共同研究

によるものです。この場を借りて、研究室スタッフ、なら

びに鄭雄一教授ならびに酒井崇匡准教授に謝意を表します。 
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受賞紹介ホームページ 

http://www.springer.com/chemistry/polymer+science/jou

rnal/396/PSE%3FdetailsPage=societies 
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